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８章 橋梁補修工

８．１ 橋梁地覆補修工（撤去・復旧）

１．適用

地覆コンクリートの撤去・復旧に適用し、旧高欄の撤去を含む。

２．数量算出項目

地覆とりこわし体積、鉄筋の質量、コンクリートの体積、足場の掛面積を区分ごとに

算出する。

３．区分

区分は、規格、材質とする。

（１）数量算出項目及び区分一覧表

区 分
規 格 単位 数 量 備 考

項 目

地 覆 と り こ わ し × â

鉄 筋 ○ ｔ

コ ン ク リ ー ト ○ â

足 場 ・ 防 護 × ㎡

４．数量算出方法

（１） 足場の種類は、パイプ吊り足場を標準とし、足場面積は以下の方法により算出する。

足場面積Ａ＝Ｗ×Ｌ

Ｌ：地覆補修延長（ｍ）

Ｗ：足場必要幅＝Ｗ１＋0.8（ｍ）

Ｗ１：外桁と地覆外縁間距離（ｍ）

５．参考図（足場・防護標準図）
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８．２ 支承取替工

１．適用

橋梁補修工のうち、鋼橋及びＰＣ橋の金属支承からの支承取替工に適用するもの

とし、ＲＣ橋の支承取替には適用しないものとする。

２．数量算出項目

支承取替の数量、足場の掛面積を区分ごとに算出する。

３．区分

区分は、規格とする。

（１）数量算出項目及び区分一覧表

区 分
規 格 単位 数 量 備 考

項 目

支 承 取 替 ○ 基

足 場 × ㎡

（２）規格

支承取替の分類は以下のとおりとする。

形 式 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ

鋼 橋 鋼 橋 鋼 橋 鋼 橋 Ｐ Ｃ 橋

種 類

金属支承 金属支承 金属支承 ゴム支承 ゴム支承

作用する反力（kN） 1471.0 kN 1471.0 kN 2451.7 kN 1471.0 kN 1961.3 kN

（ｔ） (150t)以下 (150t)を超 (250t)を超 (150t)以下 (200t)以下

え え

2451.7 kN 3138.1 kN

(250t)以下 (320t)以下

４．数量算出方法

（１）足場面積は、現場条件、施工条件等を考慮して必要面積を算定しるものとするが、

一般には以下により算出する。

足場面積 Ａ＝（Ｌ＋２）×1.0×２×ｎ

Ｌ：橋台及び橋脚の長さ（ｍ）

ｎ：橋台及び橋脚の数（ただし橋台の場合は1/2とする）
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５．参考図

支承取替工における足場工は、下図に示す橋脚回り足場を標準とし足場工費の算定は次の

とおりとする。

なお、現場条件等により、これによりがたい場合は別途考慮するものとする。

橋脚回り足場

足場面積
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８．３ 沓座拡巾工

１．適用

沓座拡巾工に適用する。

２．数量算出項目

チッピング面積、アンカーボルトの本数を区分ごとに算出する。

３．区分

区分は、規格とする。

（１）数量算出項目及び区分一覧表

区 分
規 格 単位 数 量 備 考

項 目

チ ッ ピ ン グ × ㎡

アンカーボルト ○ 本

コ ン ク リ ー ト ○ ｍ３

型 枠 × ㎡

足 場 × ㎡

（２）規格区分

アンカーボルトの本数をアンカーボルトの種類ごとに区分して算出する。

４．数量算出方法

数量の算出は、「第１編（共通編）１章基本事項」によるほか下記の方法によるものとする。

（１）アンカーボルトは以下の内訳で算出する。

区 分
規 格 単位 数 量 備 考

項 目

アンカーボルト ○ 本

注 入 材 ○ kg 樹脂アンカーを除く

（２）足場工は、支承取替工の足場工を適用し、足場工面積は以下の方法により算出する。

足場工面積Ａ＝（Ｌ＋２）×２×１．５×ｎ

Ｌ：橋台及び橋脚の長さ（単位：ｍ）

ｎ：橋台及び橋脚の数（ただし橋台の場合は１／２とする。）



3-8-6

５． 参考図

足場面積

1.5m

1m Ｌ 1m

橋　脚
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８．４ 桁連結工

１．適用

桁連結工に適用する。

２．数量算出項目

連結板製作，取付，足場を区分ごとに算出する。

３．区分

区分は、規格とする。

（１）数量算出項目及び区分一覧表

区 分
規 格 単位 数 量 備 考

項 目

連結板製作 ○ ｔ

取 付 × 箇所

足 場 × ｍ２

（２）規格区分

規格による区分は、「第３編（道路編） ４章鋼橋上部工 ４．１鋼材 ４．１．１橋梁

本体 ３．区分」によるものとする。

４．数量算出方法

数量の算出は、「第１編（共通編）１章基本事項」によるほか下記の方法によるものとする。

（１）取付は以下の項目で算出する。

区 分
規 格 単位 数 量 備 考

項 目

芯出し素地調整 ○ ｍ２

現 場 孔 明 × 本

連結板取付 × 箇所

現場溶接 ○ ｍ

ボルト締め × 本

現 場 塗 装 ○ ｍ２

（２）足場の面積は、橋台幅×1.5ｍとして算出する。
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８．５ 現場溶接鋼桁補強工

１．適用

桁補強を目的とする部材取付等の現場溶接作業に適用する。

２．数量算出項目

溶接延長（６mm換算長）を算出する。

（１）数量算出項目一覧表

区 分
規格・仕様 単 位 数 量 備 考

項 目

溶接延長（６mm換算長） ｍ

３．数量算出方法

数量の算出は、「第１編（共通編）１章基本事項」によるほか下記の方法によるものとする。

（１）足場が必要な場合は、「第１編（共通編）１１章仮設工 11.4 足場工」により別途算出する。

（２）溶接延長は、すみ肉溶接の脚長６ｍｍの場合を標準とするが、これ以外の場合は下式により

算出する。

溶接延長 ＝ （ Ｓ２ × Ｌ ） ／ ３６

Ｓ：脚長（mm）

Ｌ：実溶接延長（ｍ）
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８．６ ひび割れ補修工（充てん工法）

１．適用

橋梁のひび割れ補修における１橋当りの充てん作業（ひび割れ延長300m以下）に適

用する。

２．数量算出項目

ひび割れ補修工（充てん工法）を区分ごとに算出する。

３．区分

区分は、規格とする。

（１）数量算出項目及び区分一覧表

区 分
規 格 単 位 数 量 備 考

項 目

ひび割れ補修工 延べ施工量 m

（充てん工法）

充てん材 ○ kg

注）１．現場条件により特殊な養生が必要な場合は、別途考慮する。

２．コンクリート殻の積込み・運搬及び処分費は別途計上する。

３．足場等については、現場条件を考慮の上、別途計上する。

４．数量算出方法

数量の算出は、「第１編（共通編）１章基本事項」によるものとする。
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８．７ ひび割れ補修工（低圧注入工法）

１．適用

橋梁のひび割れ補修における１橋当りの低圧注入作業（ひび割れ延長300m以下、注

入圧力0.4ＭPa以下）に適用する。

２．数量算出項目

ひび割れ補修工（低圧注入工法）を区分ごとに算出する。

３．区分

区分は、規格とする。

（１）数量算出項目及び区分一覧表

区 分 規 格 単 位 数 量 備 考
項 目

ひび割れ補修工 延べ施工量 m

（低圧注入工法）

注入材 ○ kg

シール材 ○ kg

低圧注入器具 ○ 個

注）１．現場条件により特殊な養生が必要な場合は、別途考慮する。

２．足場等については、現場条件を考慮の上、別途計上する。

４．数量算出方法

数量の算出は、「第１編（共通編）１章基本事項」によるものとする。
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８．８ 断面修復工（左官工法）

１．適用

橋梁の断面修復における１橋当りの左官作業（体積1.5m3以下）に適用する。

２．数量算出項目

断面補修工（左官工法）を区分ごとに算出する。

３．区分

区分は、鉄筋ケレン・鉄筋防錆処理の有無とする。

（１）数量算出項目及び区分一覧表

区 分 鉄筋ケレン

規 格 ・鉄筋防錆 単 位 数 量 備 考

項 目 処理の有無

断面補修工（左官工法） 延べ施工量 ○ m3

注）１．現場条件により特殊な養生が必要な場合は、別途考慮する。

２．コンクリート殻の積込み・運搬及び処分費は別途計上する。

３．足場等については、現場条件を考慮の上、別途計上する。

４．数量算出方法

数量の算出は、「第１編（共通編）１章基本事項」によるものとする。
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８．９ 表面被覆工（塗装工法）

１．適用

橋梁補修のコンクリート面の表面被覆工（塗装工法）における１橋当りの塗装作業（仕

上げ面積2,000m2以下）に適用する。ただし、新設時の塗装には適用しない。

２．数量算出項目

下地処理、プライマー塗布、下塗り（パテ塗布）、中塗り材塗布、上塗り材塗布を区分

ごとに算出する。

３．区分

区分は、規格とする。

（１）数量算出項目及び区分一覧表

区 分
規 格 単 位 数 量 備 考

項 目

下地処理 延べ施工量 m2

延べ施工量 m2

プライマー塗布

プライマー ○ kg

延べ施工量 m2

下塗り

（パテ塗布） パテ材 ○ kg

延べ施工量 m2

中塗り材塗布

中塗り材 ○ kg

延べ施工量 m2

上塗り材塗布

上塗り材 ○ kg

注）１．現場条件により特殊な養生が必要な場合は、別途考慮する。

２．コンクリート殻の積込み・運搬及び処分費は別途計上する。

３．足場等については、現場条件を考慮の上、別途計上する。

４．中塗り材・上塗り材を複数回塗布する場合は、回数分を計上する。

４．数量算出方法

数量の算出は、「第１編（共通編）１章基本事項」によるものとする。


